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産
学
が

連

携

「
水
・
資
源
循
環
チ
ー
ム
・
Ｐ
Ｓ
Ｉ
」

ダ
ク
協

総

会

需
要
回
復
目
指
し
活
動
展
開

Ｆ
Ｆ
Ｔ
工
法

協
会
・
総
会

老
朽
管
更
生
に
積
極
対
応

さ
く
井
協
会

総

会

「
い
い
井
戸
の
日
」を
Ｐ
Ｒ

施
設
協

関

西

２１
年
度
活
動
報
告
会
開
く

リ
サ
イ
ク
ル
充
実
へ

塩
ビ
協
・
総
会

�
橋
氏
ら
を
表
彰

水
団
連

Ｐ
Ｓ
Ｉ
で
新
チ
ー
ム
発
足

ポ
リ
シ
リ
カ
鉄
（
Ｐ
Ｓ
Ｉ
）
に
よ
る
健
全
な
水
循
環
や
資
源
循
環
の
シ
ス
テ
ム
実
現

に
向
け
て
「
ポ
リ
シ
リ
カ
鉄
に
よ
る
水
・
資
源
循
環
シ
ス
テ
ム
推
進
チ
ー
ム
（
Ｔ
Ｗ
Ｒ

Ｒ

ｗ
ｉ
ｔ
ｈ

Ｐ
Ｓ
Ｉ
）」
が
８
日
、
発
足
し
た
。
Ｐ
Ｓ
Ｉ
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
制
定
や
Ｐ
Ｓ
Ｉ
を
水
処
理
施
設
で
用
い
る
際
の
最
適
条
件
な
ど
も
調
査
し
、
各
方
面

に
発
信
し
て
い
く
。

規
格
制
定
や
最
適
条
件
の
調
査
も

ポ
リ
シ
リ
カ
鉄（
Ｐ
Ｓ
Ｉ
）

は
、
鉄
と
シ
リ
カ
を
主
原
料

と
す
る
凝
集
剤
。
そ
の
特
性

は
、
様
々
な
浄
水
処
理
上
の

問
題
（
藻
類
除
去
、
低
水
温

低
濁
度
処
理
、
残
留
ア
ル
ミ

ニ
ウ
ム
な
ど
）
を
解
決
出
来

る
だ
け
で
な
く
、
浄
水
処
理

後
の
発
生
土
は
農
地
や
沿
岸

へ
の
還
元
が
可
能
だ
と
い

う
。
ま
た
水
田
に
適
用
し
た

場
合
に
は
イ
ネ
の
収
穫
量
の

増
加
に
、
沿
岸
に
適
用
し
た

場
合
に
は
一
次
生
産
性
の
向

上
な
ど
に
寄
与
す
る
こ
と
が

報
告
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に

枯
渇
資
源
と
し
て
注
目
を
集

め
て
い
る
リ
ン
の
回
収
に
も

適
し
た
資
材
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
同
チ
ー
ム
で
は
、

活
動
方
針
と
し
て
�
Ｐ
Ｓ
Ｉ

に
よ
る
水
循
環
お
よ
び
資
源

循
環
の
シ
ス
テ
ム
を
実
現
す

る
た
め
の
課
題
を
調
査
・
分

析
�
Ｐ
Ｓ
Ｉ
お
よ
び
Ｐ
Ｓ
Ｉ

発
生
土
に
関
す
る
規
格
、
基

準
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
な
ど
を

制
定
�
Ｐ
Ｓ
Ｉ
お
よ
び
Ｐ
Ｓ

Ｉ
発
生
土
に
関
す
る
規
格
、

基
準
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
な
ど

の
第
三
者
機
関
に
よ
る
制
定

を
支
援
�
Ｐ
Ｓ
Ｉ
を
水
処
理

施
設
で
用
い
る
際
の
最
適
条

件
・
機
器
・
設
備
・
シ
ス
テ

ム
に
関
し
て
調
査
・
研
究
・

開
発
を
実
施
�
Ｐ
Ｓ
Ｉ
発
生

土
を
農
業
お
よ
び
漁
業
な
ど

の
食
料
生
産
な
い
し
自
然
環

境
保
全
・
改
善
に
活
用
す
る

際
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め

の
調
査
・
研
究
を
実
施
�
Ｐ

Ｓ
Ｉ
に
よ
る
水
循
環
お
よ
び

資
源
循
環
の
シ
ス
テ
ム
に
関

す
る
モ
デ
ル
を
構
築
し
事
業

を
提
言
・
推
進
―
な
ど
を
掲

げ
、
今
年
１
月
に
国
政
主
導

の
も
と
形
成
さ
れ
た
「
チ
ー

ム
水
・
日
本
」
や
「
水
の
安

全
保
障
戦
略
機
構
」
な
ど
に

も
活
動
成
果
な
ど
を
発
信
し

て
い
く
。

発
足
式
で
は
、
同
チ
ー
ム

の
理
事
長
に
就
任
し
た
北
見

工
業
大
学
の
海
老
江
邦
雄
・

名
誉
教
授
が
「
Ｐ
Ｓ
Ｉ
は
時

代
に
要
請
さ
れ
て
い
る
優
れ

た
凝
集
剤
と
言
え
る
。
当
チ

ー
ム
は
、
チ
ー
ム
水
・
日
本

が
目
指
し
て
い
る
安
全
安
心

な
社
会
建
設
の
一
部
を
担
う

こ
と
に
な
る
。
当
面
は
国
内

で
の
（
Ｐ
Ｓ
Ｉ
に
関
す
る
）

事
業
展
開
を
考
え
て
い
る

が
、
将
来
的
に
は
グ
ロ
ー
バ

ル
な
立
場
で
国
外
に
出
て

様
々
な
事
業
展
開
が
で
き
る

状
況
を
目
指
し
た
い
」
と
コ

メ
ン
ト
。
岡
田
光
正
・
広
島

大
学
大
学
院
教
授
が
、
水
・

資
源
循
環
シ
ス
テ
ム
構
築
に

お
け
る
Ｐ
Ｓ
Ｉ
の
果
た
す
役

割
に
つ
い
て
講
演
し
、
伊
藤

豊
彰
・
東
北
大
学
大
学
院
准

教
授
が
浄
水
発
生
土
の
水
稲

育
成
に
対
す
る
効
果
に
つ
い

て
講
演
し
た
。

耐
震
化
さ
ら
に
推
進
へ

日
本
ダ
ク
タ
イ
ル
鉄
管
協

会
の
平
成
�
年
度
定
時
総
会

が
９
日
、
大
阪
市
中
央
区
の

ス
イ
ス
ホ
テ
ル
南
海
大
阪
で

開
催
さ
れ
、
�
年
度
事
業
計

画
な
ど
を
決
定
し
た
。
ま
た

役
員
選
任
で
は
、
新
理
事
長

に
本
山
智
啓
顧
問
（
元
東
京

都
水
道
局
多
摩
水
道
改
革
推

進
本
部
長
）
が
選
ば
れ
た
。

松
澤
昭
夫
理
事
長
は
、
特
別

顧
問
に
就
任
し
た
。

総
会
の
冒
頭
挨
拶
に
立
っ

た
幡
掛
大
輔
会
長
は
�
年
度

の
協
会
活
動
に
つ
い
て
「
出

荷
実
績
は
�
万
２
０
０
０
ト

ン
と
な
っ
た
。
減
少
幅
の
縮

小
が
続
い
て
お
り
、
よ
う
や

く
底
打
ち
感
が
出
て
き
た
。

こ
れ
は
、
支
部
広
報
委
員
会

に
よ
る
老
朽
管
更
新
意
欲
喚

起
活
動
や
、
技
術
工
法
推
進

チ
ー
ム
に
よ
る
小
規
模
事
業

体
へ
の
広
報
活
動
の
成
果
で

あ
る
」
と
総
括
し
、
さ
ら
に

�
年
度
の
事
業
計
画
に
つ
い

て
「
水
道
界
で
は
官
民
挙
げ

て
耐
震
化
の
推
進
に
努
め
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
水
道
界

の
動
き
に
合
わ
せ
て
引
き
続

き
タ
イ
ム
リ
ー
な
取
り
組
み

と
事
業
体
と
の
よ
り
確
か
な

信
頼
関
係
の
構
築
に
努
め
て

頂
き
た
い
。
一
方
、
委
員
会

組
織
の
改
革
を
実
施
し
て
３

年
目
を
迎
え
、
地
道
な
活
動

や
取
り
組
み
が
成
果
を
挙
げ

つ
つ
あ
る
が
、
今
ま
で
の
活

動
を
も
う
一
歩
前
進
さ
せ
、

需
要
減
に
歯
止
め
を
か
け
る

だ
け
で
な
く
、
今
年
度
は
プ

ラ
ス
に
転
じ
る
よ
う
に
有
効

な
施
策
を
講
じ
て
頂
き
た

い
」
と
求
め
た
。

議
事
で
は
各
種
報
告
に
続

い
て
、
�
年
度
決
算
、
�
年

度
事
業
計
画
案
、同
予
算
案
、

役
員
選
任
な
ど
の
議
案
を
審

議
し
、そ
れ
ぞ
れ
決
定
し
た
。

こ
の
う
ち
�
年
度
事
業
計
画

で
は
、
ダ
ク
タ
イ
ル
鉄
管
の

更
な
る
普
及
に
向
け
「
管
路

の
耐
震
化
の
促
進
」「
ダ
ク

タ
イ
ル
鉄
管
の
信
頼
性
の
向

上
」「
Ｇ
Ｓ
Ｔ
の
活
動
を
継

続
し
重
点
事
業
体
へ
の
広
報

活
動
を
強
化
す
る
」
な
ど
を

運
営
方
針
と
し
て
、
上
水
道

・
簡
易
水
道
分
野
で
は
▽
地

域
特
性
に
合
わ
せ
た
広
報
活

動
▽
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
へ

の
側
面
的
支
援
▽
国
の
省
令

改
正
に
基
づ
く
管
路
耐
震
化

の
更
な
る
推
進
―
な
ど
、
下

水
道
分
野
で
は
▽
圧
送
管
路

構
築
の
た
め
の
ダ
ク
タ
イ
ル

鉄
管
の
普
及
促
進
な
ど
の
活

動
を
展
開
す
る
。

ま
た
、
役
員
選
任
で
新
理

事
長
に
選
ば
れ
た
本
山
氏
は

「
難
し
い
課
題
も
あ
る
が
円

滑
か
つ
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
協
会

運
営
に
向
け
努
力
し
た
い
」

と
決
意
を
披
露
し
た
。

下
水
道
管
路
管
理
業
協
会
は
５
月
�
日
に
東
京
会

場
、
�
日
に
大
阪
会
場
で
『
下
水
道
管
路
誤
接
続
調

査
に
関
す
る
講
習
会
』
を
開
催
し
た
。
排
水
設
備
の

誤
接
続
が
原
因
で
、
未
処
理
の
汚
水
が
近
隣
河
川
に

流
出
す
る
問
題
が
今
年
に
入
り
数
件
明
ら
か
と
な

り
、
国
土
交
通
省
は
３
月
に
そ
の
対
策
に
着
手
。
管

路
誤
接
続
が
水
環
境
汚
染
に
及
ぼ
す
影
響
と
、
対
策

に
向
け
た
点
検
・
調
査
業
務
の
重
要
性
に
注
目
が
集

ま
る
な
か
、
講
習
会
で
は
姫
野
和
弘
・
国
交
省
下
水

道
部
下
水
道
企
画
課
下
水
道
管
理
指
導
室
長
ら
４
人

を
講
師
に
迎
え
、
同
業
務
に
お
け
る
会
員
の
技
術
力

向
上
を
目
指
し
て
指
導
し
た
。

大
阪
会
場
に
は
会
員
ら

約
�
人
が
集
ま
る
な
か
、

三
品
文
雄
・
同
協
会
理
事

＝

技
術
委
員
長
が
冒
頭
、

「
下
水
道
取
付
管
や
排
水

設
備
の
総
延
長
�
数
万
㌔

に
対
し
、
維
持
管
理
費
は

年
間
約
１
兆
円
必
要
だ

が
、
殆
ど
予
算
化
さ
れ
て

い
な
い
の
が
現
状
。
会
員

と
事
業
体
担
当
者
が
協
力

し
、
維
持
管
理
の
重
要
性

を
喚
起
す
る
必
要
が
あ

る
」
と
挨
拶
。

講
習
で
は
ま
ず
、
姫
野

室
長
が
『
誤
接
続
対
策
の

必
要
性
』
を
テ
ー
マ
に
、

排
水
設
備
の
設
置
に
関
す

る
法
制
度
に
つ
い
て
解
説

し
た
。
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
東
日

本
王
子
駅
の
ト
イ
レ
か
ら

排
出
さ
れ
る
汚
水
が
約
�

年
間
に
わ
た
り
、
雨
水
放

流
管
き
ょ
経
由
で
近
隣
河

川
に
流
出
し
て
い
た
事
例

や
、
玉
川
高
島
屋
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
汚
水

排
出
管
が
、
雨
水
接
続
管

に
誤
接
続
さ
れ
て
い
た
事

例
を
紹
介
。

こ
れ
ら
の
事
例
を
踏
ま

え
、
同
省
が
３
月
�
日
に

都
道
府
県
下
水
道
担
当
部

長
お
よ
び
政
令
市
下
水
道

担
当
局
長
宛
に
発
信
し
た

『
排
水
設
備
の
誤
接
続
に

対
す
る
適
切
な
対
応
』
を

基
に
、
維
持
管
理
の
徹
底

や
迅
速
な
対
応
の
あ
り
方

な
ど
を
確
認
し
た
。

前
仲
良
明
・
神
戸
市
建

設
局
下
水
道
河
川
部
保
全

課
主
査
は
『
先
進
都
市
の

取
組
み
』
と
し
て
、
排
水

設
備
の
調
査
・
改
善
支
援

業
務
の
概
要
を
説
明
。
同

市
に
お
け
る
汚
水
管
へ
の

雨
水
混
入
被
害
の
実
態
、

費
用
対
効
果
を
念
頭
に
置

い
た
重
点
地
域
や
工
事
手

法
の
選
定
プ
ロ
セ
ス
、
助

成
制
度
の
あ
り
方
と
同
市

の
事
例
な
ど
を
紹
介
し

た
。続

い
て
篠
田
康
弘
・
同

協
会
常
務
理
事
は
『
誤
接

続
調
査
の
概
要
』と
題
し
、

誤
接
合
の
種
類
と
発
生
す

る
原
因
、
調
査
方
法
の
選

定
フ
ロ
ー
な
ど
に
つ
い
て

解
説
し
た
。

堀
江
知
信
・
同
協
会
技

術
委
員
は
『
点
検
・
目
視

調
査
及
び
誤
接
続
調
査
の

実
際
と
留
意
点
』
を
テ
ー

マ
に
講
演
し
た
。
調
査
業

務
に
お
け
る
各
段
階
ご
と

の
留
意
点
、
効
果
的
か
つ

現
場
従
業
員
の
安
全
確
保

を
念
頭
に
置
い
た
調
査
手

法
の
選
定
、
調
査
報
告
書

を
作
成
す
る
際
の
ポ
イ
ン

ト
な
ど
、
実
務
上
の
留
意

点
を
中
心
に
説
明
し
た
。

新
会
長
に
益
田
氏
選
任

Ｆ
Ｆ
Ｔ
工
法
協
会
の
第
	

回
定
時
総
会
が
４
日
、
福
岡

市
の
西
鉄
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

で
開
催
さ
れ
、
工
法
の
一
層

の
普
及
、
技
術
の
向
上
に
向

け
た
�
年
度
事
業
計
画
な
ど

を
決
定
し
た
。
ま
た
、
任
期

満
了
に
伴
う
役
員
改
選
で

は
、
新
会
長
に
益
田
一
・
ク

リ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス
代
表
取
締

役
を
選
任
し
た
。

総
会
で
は
、
冒
頭
大
田
祐

之
会
長
が
「
下
水
管
渠
の
総

延
長
は
�
万
キ
ロ
㍍
、
こ
の

う
ち


年
以
上
を
経
過
し
た

老
朽
管
は
７
０
０
０
キ
ロ
㍍

と
い
わ
れ
て
い
る
。
開
削
困

難
な
場
所
も
増
え
て
お
り
、

Ｆ
Ｆ
Ｔ
工
法
が
貢
献
で
き
る

時
代
と
な
っ
て
き
た
。
更
生

工
法
の
将
来
は
明
る
い
。
技

術
面
で
の
更
な
る
改
良
に
努

め
世
界
に
羽
ば
た
く
工
法
へ

と
発
展
を
目
指
し
た
い
」
と

力
強
く
挨
拶
し
た
。
議
事
で

は
、
�
年
度
事
業
報
告
、
同

決
算
、
�
年
度
事
業
計
画

案
、
同
予
算
案
、
役
員
改
選

な
ど
の
議
案
を
審
議
し
た
。

こ
の
う
ち
�
年
度
事
業
報

告
で
は
�
年
度
の
施
工
実
績

は
�
・
２
キ
ロ
㍍
で
、
前
年

度
比
約
�
％
増
と
な
っ
た
こ

と
が
報
告
さ
れ
た
。

�
年
度
事
業
計
画
で
は
、

「
普
及
活
動
」
と
し
て
自
治

体
へ
の
Ｐ
Ｒ
、
デ
モ
施
工
・

見
学
会
・
工
法
説
明
会
の
実

施
・
参
加
な
ど
、「
技
術
の

研
究
改
良
と
施
工
体
制
の
充

実
」
で
は
材
料
の
改
良
、
中

口
径
の
施
工
技
術
の
改
良
、

技
術
研
修
会
の
実
施
、
取
付

管
更
生
工
法
の
改
良
な
ど
に

取
り
組
む
こ
と
を
決
め
た
。

総
会
後
に
は
、
管
路
診
断

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
協
会
の
巽

良
雄
・
技
術
顧
問
が
「
下
水

道
長
寿
命
化
制
度
に
お
け
る

管
き
ょ
更
生
の
現
状
と
今
後

の
課
題
」
と
題
し
て
講
演
し

た
。

脇
雅
史
会
長
を
再
選

全
国
さ
く
井
協
会
（
会
長

・
脇
雅
史
参
議
院
議
員
）
は

５
月


日
、
東
京
日
本
橋
茅

場
町
の
鉄
鋼
会
館
で
第
�
回

通
常
総
会
を
開
き
、
平
成
�

年
度
事
業
計
画
な
ど
を
決
め

た
。
ま
た
、
役
員
改
選
が
行

わ
れ
、
脇
会
長
が
再
選
さ
れ

た
。総

会
の
冒
頭
、
挨
拶
し
た

脇
会
長
は
「
補
正
予
算
が
成

立
し
、
公
共
事
業
も
増
加
す

る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
仕
事

量
の
低
下
が
緩
和
さ
れ
る
と

期
待
し
た
い
。
８
月
に
な
れ

ば
来
年
度
予
算
の
概
算
要
求

と
な
る
が
、
全
力
を
あ
げ
て

主
張
し
て
い
く
つ
も
り
だ
」

と
述
べ
、
会
員
の
協
力
と
結

束
を
要
請
し
た
。

続
い
て
、
来
賓
と
し
て
国

土
交
通
省
の
足
立
敏
之
河
川

計
画
課
長
は
「
補
正
予
算
が

成
立
し
、
河
川
局
で
は
こ
れ

ま
で
に
な
い
４
０
０
０
億
円

の
事
業
費
と
な
っ
た
。
一
方

で
皆
さ
ん
の
仕
事
を
含
め
、

足
下
を
固
め
る
仕
事
も
あ

る
。
脇
会
長
も
所
属
し
て
い

る
品
確
議
連
が
緊
急
ア
ピ
ー

ル
し
た
。
内
容
は
予
算
の
前

倒
し
執
行
、
地
域
の
雇
用
確

保
、
地
域
の
建
設
産
業
の
再

生
、
最
低
価
格
の
引
き
上
げ

な
ど
９
項
目
が
発
注
者
に
つ

き
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
ひ
と

つ
一
つ
解
消
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
き
た
い
」
と
激
励
し

た
。平

成
�
年
度
事
業
計
画
で

は
、
各
支
部
と
共
催
で
研
修

会
、
発
表
会
、
見
学
会
を
実

施
す
る
と
共
に
、
組
織
の
拡

充
を
図
る
。
ま
た
、
�
月
�

日
を
「
い
い
井
戸
の
日
」
と

定
め
、
全
国
的
に
地
下
水
、

井
戸
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
。
ま

た
、
新
公
益
法
人
へ
の
移
行

作
業
な
ど
で
総
務
小
委
員
会

を
設
置
し
対
応
し
て
い
く
方

針
だ
。

提
案
型
活
動
を
目
指
す

日
本
下
水
道
施
設
業
協

会
関
西
事
務
所
の
平
成
�

年
度
活
動
報
告
会
・
講
習

会
が
５
日
、
大
阪
市
淀
川

区
の
メ
ル
パ
ル
ク
Ｏ
Ｓ
Ａ

Ｋ
Ａ
で
開
催
さ
れ
、
�
年

度
の
活
動
内
容
と
成
果
、

�
年
度
活
動
計
画
な
ど
が

報
告
さ
れ
た
。
ま
た
、
報

告
会
終
了
後
に
は
、
独
占

禁
止
法
、
下
水
道
事
業
団

の
入
札
・
契
約
制
度
な
ど

を
テ
ー
マ
に
講
習
会
が
行

な
わ
れ
た
。

報
告
に
先
立
ち
挨
拶
に

立
っ
た
森
康
時
関
西
事
務

所
長
は
「
公
共
工
事
の
縮

減
な
ど
で
大
変
な
状
況
が

続
い
て
い
る
。
待
ち
の
姿

勢
ば
か
り
で
は
状
況
は
好

転
し
な
い
。
我
々
自
身
で

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
作
り
、

行
政
に
積
極
的
に
提
案
を

行
い
、
双
方
向
で
意
見
を

交
換
し
な
が
ら
官
民
一
体

と
な
っ
て
イ
ン
フ
ラ
整
備

を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」な
ど
と
呼
び
か
け
た
。

本
部
の
小
林
一
朗
専
務

理
事
は
�
年
度
の
協
会
活

動
の
内
容
・
成
果
、
５
月



日
に
開
催
し
た
総
会
で

の
決
定
事
項
な
ど
を
報

告
、
ま
た
堀
部
正
美
事
務

局
長
は
本
部
の
�
年
度
決

算
、
�
年
度
予
算
の
概

要
、
�
年
度
事
業
計
画
な

ど
を
説
明
し
た
。

関
西
事
務
所
の
椿
原
正

浩
事
業
委
員
長
は
、
関
西

事
務
所
の
�
年
度
活
動
報

告
、
�
年
度
の
活
動
計
画

を
報
告
し
た
。
こ
の
う
ち

�
年
度
活
動
計
画
で
は
、

▽
市
場
の
変
化
に
対
応
し

た
よ
り
効
率
的
な
活
動
展

開
▽
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

に
配
慮
し
た
活
動
展
開
―

を
基
本
に
、
発
注
者
へ
の

要
望
活
動
や
講
習
会
な
ど

を
実
施
し
て
い
く
方
針
が

示
さ
れ
た
。

活
動
報
告
会
に
続
い
て

行
わ
れ
た
講
習
会
で
は
、

公
正
取
引
協
会
の
田
中
眞

氏
が
「
独
占
禁
止
法
に
つ

い
て
」
と
題
し
て
談
合
防

止
と
違
反
に
対
す
る
ペ
ナ

ル
テ
ィ
ー
、
低
入
札
へ
の

対
応
な
ど
に
つ
い
て
説

明
、
日
本
下
水
道
事
業
団

の
野
村
充
伸
近
畿
・
中
国

総
合
事
務
所
長
は
「
�
年

度
か
ら
の
入
札
・
契
約
制

度
の
新
た
な
取
り
組
み
」

と
題
し
て
講
演
し
た
。

塩
化
ビ
ニ
ル
管
・
継
手
協

会
は
５
月


日
、
東
京
・
元

赤
坂
の
東
部
ビ
ル
で
第
�
回

定
期
総
会
を
開
き
、
第
�
期

事
業
計
画
な
ど
を
審
議
し
、

承
認
し
た
。
ま
た
小
西
四
郎

専
務
理
事
の
会
長
代
行
職
の

継
続
を
決
議
し
た
。
�
年
度

は
、
水
道
展
や
下
水
道
展
な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
で
製
品
の
耐

震
性
を
Ｐ
Ｒ
す
る
。
ま
た
契

約
中
間
処
理
会
社
の
拡
大
を

図
り
、
リ
サ
イ
ク
ル
率
�
・

５
％（
�
年
度
は
�
・
９
％
）

を
目
指
す
。

日
本
水
道
工
業
団
体
連
合

会
は
５
日
、
会
長
表
彰
な
ど

を
発
表
し
た
。
受
賞
者
は
次

の
通
り
（
敬
称
略
）。

【
感
謝
状
】
▽
扶
桑
建
設
工

業
▽
給
水
シ
ス
テ
ム
協
会
▽

柏
原
計
器
工
業
▽
ク
ロ
リ
ン

エ
ン
ジ
ニ
ア
ズ
▽
サ
ン
エ
ス

護
謨
工
業
▽
テ
ィ
ー
ム
▽
デ

ッ
ク
▽
ユ
ニ
チ
カ
▽
水
道
用

鉄
蓋
工
業
会
▽
水
機
テ
ク
ノ

ス
▽
日
本
エ
ン
ヂ
ニ
ヤ
▽
日

本
ジ
ッ
コ
ウ
▽
日
本
ハ
イ
コ

ン
▽
明
協
電
機

【
表
彰
状
】▽
�
橋
泰
之（
安

部
日
鋼
工
業
）
▽
加
藤
正
明

（
コ
ス
モ
工
機
）
▽
森
田
昌

明
（
森
田
鉄
工
所
）
▽
鈴
木

信
一（
日
本
水
道
鋼
管
協
会
）

▽
石
垣
真
（
石
垣
）
▽
傍
士

倶
明
（
大
成
機
工
）
▽
田
渕

宏
政
（
タ
ブ
チ
）
▽
鹿
濱
洋

一
（
ト
ミ
ス
）
▽
早
稲
田
邦

夫
（
日
立
製
作
所
）

誤誤接接続続調調査査のの技技術術向向上上へへ
管路管理協 東京・大阪で講習会開く

チーム発足式

海老江理事長

活動報告会

森所長

本山理事長

新旧理事長が握手

益田会長

２１年度定時総会

幡掛会長

三品理事

姫野室長

大阪会場には約６０名が参加

脇会長

表彰式

（週二回月・木曜日発行）２００９年（平成２１年）６月１５日（月曜日）第４４９５号 第３種郵便物認可第３種郵便物認可（３）

／【Ｋ：】Ｓｅｒｖｅｒ／水道産業新聞／６月★／６月１５日（４４９５）★／３面  2009.06.15 15.12.27  Page 3 


